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図9:(a)Jl-J2の場合に現れるTD相の
描俊と(b)本系の基底状態のモデル.
本系では,磁化曲線に飽和磁化の1/3の位置にプラトー が現れることが強く期待される.
図8をみるとプラトー の片りんが見られなくもないが,これを確認するには,更に高磁場
での磁化測定が必要である.
本研究を進めるにあたって理論について重要なご教示をいただいた二国徹郎氏,押川正
毅氏,利根川孝氏,高野健一氏,岡本清美氏には,大変感謝致します.本研究は,大沢明
氏,石井麻里子氏,金道浩一氏,鳴海康雄氏との共同研究であります.
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